
６/２近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3３クール日報（６月１日～６月５日）
	報告日
天気
	６月２日（日）雨晴れ
気温：（1７～２１℃）
	報告者
	滋賀県社協　吉田　拓矢
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【33】濵添（木津川市）・奥野（京都市）・神谷（大阪府）・藤井（大東市）・谷口（大阪市）・
大原（尼崎市）・前崎（加古川市）・竹内（上郡町）・河井（神戸市）・小山（王寺町）・永井（田辺市）・吉田（滋賀県）

	役割分担
	【33】運営支援（吉田）、マッチング（河井・奥野・前崎）、車両マッチング（永井・藤井）、Ｖ受付・資材（谷口）、現地調査（神谷・濵添・竹内）分別管理（大原・小山）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
10:45 雨天中止（各班1件目の産業廃棄物のみ仮仮置場へ搬出
13:00本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了
17:15 終礼・翌日準備
18:45 センター出発 
20:15 宿舎到着
20:30 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾市美術館駐車場～6月9日延長

和倉集積所への搬出可能日

リサイクルセンター休み

	報告事項

	●新規受付：　２件
　現地調査：一般15件、技術0件、計15件（マッチング12件、キャンセル3件、即対応０件）
●マッチング担当
・上記の状況の通り。
●現地調査担当
・七尾市社協3名、丸亀市3名、近ブロ3名　計９名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖバス７８名（現地集合型）、団体１９名（奈良県）、運転Ｖ４
名＝計１０１名

	今後の主な予定
	●5月31日で大田集積所が閉鎖。6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働。受入可能日については火・水・土・日のみであり、一般の方は罹災証明等の原本書類提示が必須となり、ＶＣを利用した場合の証明については結論が出ていない。
●一方で、月～金、土（AM）はリサイクルセンターの利用が可能であり、ＶＣからの受入れに必要なＩＣカードが準備できたことと、受入れ品目等についての具体的な説明があった、
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月4日までとなっていたが、９日まで延長となり、以降、中島地区コミュニティセンターと七尾美術館駐車場、田鶴浜コミュニティセンターをほぼ１週間交替で利用するよう日程が組まれている。仮仮置場を移動しながら利用するのはこれまでと変わらないが、和倉集積所が休みになる日があるため、運用には注意が必要である。中島地区コミセンを仮仮置場として利用する期間は、周辺のニーズを重点的にマッチングし集中支援していくこととなる。
●さらに、ＮＰＯ連携会議の参画メンバーである１５団体について、仮仮置場への搬入を受入ることとなり、各団体に仮仮置場搬入許可証を発行することとなる。

	調整課題
・所感等
	・昨日より和倉集積所での取り扱いが変更することに伴う各種課題について、最終的な結論が出ない状況。課題について、共有し改善に向けて、試行錯誤しながらの状況がしばらく続く見込み。
・本日は雨天で、10:45に途中中止となった。そのため、仮仮置場へは、全班の1件目の廃棄物のみの搬入とし、またNPO連絡会議の参画メンバーからの搬入は、七尾市社協からすぐに雨天中止の連絡をしたことで、そこまで多くの搬入はなかった。
・仮仮置場の状況は、多量の災害廃棄物があったが、雨の合間を縫って、和倉集積所へ搬出したことで、本日は、一定整理ができた。
・和倉集積所の取扱いに変更があったため、本日から、仮仮置場から和倉集積所への搬出の際は、車両と人を固定（この車両にはこの人が常に乗っている状況）し、運用している。そのため、大きなトラブルなく、また搬出もある程度捌くことが出来た。
・明日は、和倉集積所が休みとなるため、リサイクルセンターの利用と、パッカー車を駆使し、運用となる模様
・新規ニーズは数件が続いており、現調班の体制も今後、七尾市社協とも調整しながら見直していく方向性。
・新規ニーズが少ないこともあり、6/７現調特化日については予定の調整を考えていく。
・６/３より県バスの金沢発と現地集合型の併用が始まる。金沢発の県バスを利用されるVについては、高速道路の無料通行書類を渡しそびれ等のないよう、書類の収集、返却方法を検討する。
・Vの怪我等の対応について、活動後に報告される事例が数件あった。発生した際に本部へ連絡するよう周知が必要。



